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塾技 

 
チャレンジ！入試問題 

 

水溶液の性質    ～水溶液と気体～ 
 

問題 



 

 

 

＜実験 1の結果からわかること＞ 

「あ・か・き・け」は白いものが残ったことより，固体がとけた水溶液とわかる。一方，       （2）よ

り，「い」は 8 の砂糖水とわかる。さらに，「う・え・お・く」は何も残らなかったことより，気体または液体（硫

酸など蒸発しにくい液体をのぞく）がとけた水溶液とわかる。 

 

＜実験 2の結果からわかること＞ 

強い酸性の水溶液は鉄などの金属をとかして水素を発生するので，「え」は 1 の塩酸とわかる。 

 

＜実験 3 の結果からわかること＞ 

「い・う・け」は中性の水溶液，「え・か・く」は酸性の水溶液，「あ・お・き」はアルカリ性の水溶液とわかる。 

 

＜実験 4の結果からわかること＞ 

       より，水溶液「あ」と水溶液「く」は石灰水または二酸化炭素で，白色の沈でんは炭酸カルシウム

という水にとけにくい塩
えん

とわかる。ここで，炭酸水は酸性，石灰水はアルカリ性の水溶液なので，実験 3の結果

から，「く」が 6 の炭酸水，「あ」が 7 の石灰水とわかる。 

 

また，「え」が 1 の塩酸で，「く」が 6 の炭酸水なので，「え・か・く」の酸性の水溶液のうち残りの「か」は 5

のほう酸水とわかる。 

さらに，実験 1と実験 3から，「お」は気体または液体がとけたアルカリ性の水溶液とわかるので，気体のアンモ

ニアがとけた 4 のアンモニア水と決まり，残りのアルカリ性の水溶液である「き」は 2 の水酸化ナトリウム水溶

液と決定できる。 

同様に，実験 1と実験 3から，「う」は気体または液体がとけた中性の水溶液とわかるので，液体の過酸化水素が

とけた 9 の過酸化水素水と決まり，残りの中性の水溶液である「け」は 3 の食塩水と決定できる。 

以上より，「あ」が 7 の石灰水，「い」が 8 の砂糖水，「う」が 9 の過酸化水素水，「え」が 1 の塩酸，「お」が 4

のアンモニア水，「か」が 5 のほう酸水，「き」が 2 の水酸化ナトリウム水溶液，「く」が 6 の炭酸水，「け」が 3

の食塩水とわかる。 

 

問 1 2 

 

問 2 水溶液えは塩酸で，アルミニウムの小片を入れると，アルミニウムがとけ，無色の気体である水素が発生する。 

 エ 

 

問 3 水溶液えは塩酸で，水溶液きは水酸化ナトリウム水溶液である。これらを混ぜると中和（塾技 5）が起こり，食

塩と水ができる。BTB 溶液の色から，塩酸と水酸化ナトリウム水溶液が過不足なく反応し，どちらも残っていない

ことがわかるので，水溶液えだけのときと違いスチールウールを入れても気体（水素）は発生しない。 

 ウ 

 

問 4 ＜実験 4の結果からわかること＞より，白色の沈でんは炭酸カルシウムという水にとけにくい塩
えん

である。石灰石

は炭酸カルシウムが主な成分で，       より，白い沈でんに塩酸を加えると，二酸化炭素が発生する。 

 二酸化炭素 

 

問 5 酸素 

 

問 6 アンモニアは水に非常にとけやすく，空気より軽い気体のため，図 4 の上方置換法で集める。 

 水にとけやすいから。空気よりも軽いから。 

 

  

解答 －チャレンジ！入試問題－ 

解答・解説 

塾技1 

 

2 

 

塾技4 

 

1 

 

答 

答 

答 

答 

塾技8 

 

2 

 

答 

答 


